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第１２話 源三位頼政 

    清盛の無道
む ど う

があまりにも 甚
はなは

だしくなったために、これを憎
にく

む者が非常に多くなる。 

   この機運
き う ん

を察
さっ

して、源頼政
おりまさ

が以
もち

仁王
ひとおう

に平氏の討伐
とうばつ

をお勧
すす

めする。 しかし、 忽
たちま

ち陰
いん

謀
ぼう

が 

漏
も

れて失敗する。 

   

安徳
あんとく

天皇
てんのう

が 位
くらい

に即
つ

かれてからは、清
きよ

盛
もり

の威勢
いせい

は更に又一層盛んになったが、後白河
ごしらかわ

法皇
ほうおう

を鳥羽
と ば

殿
どの

に

押
おし

籠
こ

め、高倉
たかくら

上皇の御心を悩ませながら、しかも自分ら一族だけは思うままに驕
おご

りを極
きわ

めているのを見て

は、誰
だ

れがこれを憎
にく

まない者があろう。 そこにもここにも平家に反抗する気持ちの者は殖
ふ

えて来たが、

なにしろ、その頃の平家の勢いは飛ぶ鳥をも落とすほどであったので、表に立ってこれに反抗
はんこう

しようとす

る者は容易
ようい

には出て来なかった。 

源
みなもと 

頼
より

政
まさ

 

とはいえ、その機運
きうん

は次第
しだい

に 熟
じゅく

して来ていた。 

その真っ先に立って、平家追討
ついとう

の口火
くちび

を切
き

ったのは源
げん

三位
さんみ

頼政
よりまさ

です。 

                         -- 頼光
よりみつ

 --  頼
より

国
くに

 –- 頼
より

綱
つな

 –-- 仲
なか

政
まさ

 --  頼政
よりまさ

-- 仲
なか

政
まさ

 

源
みなもとの 

経基
つねもと

 --- 満仲
みつなか

---                                              

            -- 頼
より

信
のぶ

 --  頼
より

義
よし

 --- 義家
よしいえ

 --- 義
よし

親
ちか

 ---  為義
ためよし

 -- 義
よし

朝
とも

  

                      - 義光
よしみつ

                    

頼政
よりまさ

は、源頼
より

信
のぶ

 の兄頼光
よりみつ

の玄孫
げんそん

で、武略
ぶりゃく

に 長
ちょう

じ、弓の名人として聞こえていた。 又、和歌も上手
じょうず

でした。 嘗
かつ

て宮中で鵺
ぬえ

退治
たいじ

をしてから、武名
ぶめい

が一時に現
あら

われたといわれる。 

鵺
ぬえ

退治
たいじ

 

それは、二條
にじょう

天皇の御代
み よ

の事でした。ある年の夏の初めに、天皇が病気に罹
かか

れられて、夜が深け、人

が静まる頃になると、俄
にわ

かに物におびえて 驚
おどろ

き叫
さけ

ばれる。 薬
くすり

を差し上げても、神や仏にお祈りしても

その効
こう

がない。 夜中過ぎ-- 今の午前 2時頃— になって、東三条の森からむくむくと起こった一
ひと

かたまり

の黒雲
くろくも

が、御所の屋根の上に覆
おお

いかかって、鵺
ぬえ

という鳥の鳴声
なきごえ

が聞こえると、天皇は必ずおびえ震
ふる

えて苦

しまれるのです。 深夜で、殊
こと

に黒雲の中の事ですから、その形は分からないが何か怪物
かいぶつ

であろうという

ので、弓の上手な者に射
い

させることとなった。  

その時、選ばれたのが頼政
よりまさ

です。 彼は弓矢を 携
たづさ

えて御所に参上し、お庭に控
ひか

えて、時の来るのを待

っていると、果たして夜中過ぎに、例の一かたまりの黒雲が御殿の上に覆いかかって、どこともなく、ひ

い、ひい、と鳴く物凄
ものすご

い声が聞こえる。 けれども、折柄
おりがら

、真
しん

の闇夜
やみよ

のことですから、どこを射
い

るべきか

の見
けん

当
とう

がつかない。 心の中に八幡
はちまん

の神を念じながら、気を静めてよく見ると、黒雲は高く聳
そび

えて御殿の
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上に渦
うづ

を巻
ま

いている。  

頼政
よりまさ

は矢を取って、その雲の真ん中を狙
ねら

って射た。 と、黒雲は揺
ゆ

れ立って、御殿の上を昇って行く

ように見えたが、その中から鵺
ぬえ

の声が、今度ははっきりと聞こえたので、その鳴き立つところを狙って二

の矢をひょうと射た。 手応
てごた

えがあったと思うと、御所のお屋根の上をころころと転
ころ

んでお庭に落ちたも

のがある。 見ると、頭は猿
さる

、体は 狸
たぬき

、尾は蛇
へび

、手足は虎
とら

の 姿
すがた

で、鳴
な

く
く

声
こえ

は鵺
ぬえ

に似
に

ている。 全
まった

くえ

たいの知れない怪物
かいぶつ

であったといいます。 

これが有名な頼政
よりまさ

の鵺
ぬえ

退治
たいぢ

ですが、天皇のご病気もそれきり全
ぜん

快
かい

になったので、大
たい

層
そう

お褒
ほ

めに預
あづ

かっ

たということである。 但
ただ

し、かような怪物
かいぶつ

が実際にいたかどうかは 疑
うたが

わしいが、こういう話の伝
つた

わっ

ているだけでも、頼政
よりまさ

が弓の名人であったことの証拠
しょうこ

にはなるでしょう。  

      

       京都御所        源 頼 政
よりまさ

の 鵺
ぬえ

退 治
た い じ
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源
げん

三位
さんみ

入 道
にゅうどう

 

さて頼政
よりまさ

は、保元の乱の時には後白河
ごしらかわ

天皇のお身方
みかた

となって功を立て、平治の乱の時には、一旦は信頼
のぶより

らに勧
すす

められてその身方となったが、二條
にじょう

天皇が平家の邸にお遷
うつ

りになったのを知ると共に、朝敵となる

のを嫌
きら

って六波羅の攻
こう

撃
げき

には加わらなかった。 そのために義
よし

朝
とも

 以下の源氏が 悉
ことごと

く亡
ほろ

びてしまった後

も、独
ひと

り都に住んで、平家と共に朝廷にお仕
つか

えしていたのです。 ところが、平家の一族は、何一つ手柄
てがら

の

ない小さな子供らまでが頻
しき

りに高い官職に昇って、位も進むのに、頼政
よりまさ

はいつまでも 正
しょう

四
し

位
いの

下
げ

に止
とま

まっ

て、だんだん年を取るばかりでしたから、これを口
くち

惜
お

しく思って、ある時、 

    のぼるべきたよりなき身は木
こ

の本
もと

に   椎
しい

をひろいて世をわたるかな 

という歌
うた

を詠
よ

んで、それとなく愚痴
ぐ ち

をこぼした。 「自分には引き上げてくれる人がいないから、いつま

でも四位のままで世を送らなければならない」という意味なのです。 清盛はこれを聞いて憐
あわ

れに思い、

天皇に申し上げて、頼政
よりまさ

を従
じゅ

三位
さんみ

にした。 治承
ぢしょう

 2 年の時の事で、その時、頼政
よりまさ

は 75 才でしたが、やっ

とこれで望みが足
た

りたからと出家した。 それで、世間では彼を源
げん

三位
さんみ

入 道
にゅうどう

と呼んだ。 

  この頼政
よりまさ

がどうして又、それから僅
わづ

か二年の後に、平家討伐
とうばつ

の急 先 鋒
きゅうせんぽう

などになったのでしょう？  

清盛に対しては、恩をこそ謝
しゃ

せ、怨
うら

みを抱
いだ

くわけなど無い筈
はず

ではなかったか？ それに入道して、年も既
すで

に 77 才という老齢
ろうれい

になっていながら、どうしたのでしょう？ これには又、別
べつ

にそのきっかけがあったの

です。 

名馬、木の下 

頼政
よりまさ

の子に仲
なか

綱
つな

という者がいた。 東国の家来の許
もと

から鹿毛
か げ

に黒
ほし

のある名馬を貰
もら

ったが、いかにも良

い馬で気に入ったので、容易には邸の外にも出さずに、「木の下」という名をつけて大切に飼
か

っていた。 

平
たいらの

宗
むね

盛
もり

がこの事を人から聞くと、仲
なか

綱
つな

の許
もと

に使いをよこして、その馬を見せてくれるように頼
たの

んで

来た。 仲
なか

綱
つな

は秘蔵
ひぞう

の馬を取り上げられてはたまらないから、いろいろと口
こう

実
じつ

を設
もう

けて 断
ことわ

ったが、宗
むね

盛
もり

は

断念
だんねん

しない。 仲
なか

綱
つな

が惜
お

しむのだと分かると、わざと 1 日に 2 度も 3 度も使いをよこして、是非
ぜ ひ

とも一目
ひとめ

見たいといった。 ついには 6 度、7 度も使いをよこす日もあったが、仲
なか

綱
つな

はどこまでも惜しんで、 

       こひしくば来て見よかし身にそふる   かげをばいかが放
はな

ちやるべき 

という和歌までも詠
よ

んで 断
ことわ

った。 

宗
むね

盛
もり

の愚、仲
なか

綱
つな

を怒
いか

らす 

  この事を聞いて、父の頼政
よりまさ

は仲
なか

綱
つな

に、「どうしてその馬をやらないのだ？ それほどあの人が欲
ほ

しいと

いうなら、金
きん

でこしらえた馬でも差し上げるべきだ。 況
ま

して馬は乗るためのものである。 邸の内
うち

にば

かり隠
かく

して置いては何の役にも立たない。 早くその馬を差し上げるがよい」といって聞かせたので、仲
なか

綱
つな

はよんどころなく木の下を宗
むね

盛
もり

の許
もと

に送
おく

り届
とど

けた。  

ところが、宗
むね

盛
もり

はこれを自分の 厩
うまや

に入れて、秘蔵
ひぞう

して返そうとしないばかりか、仲
なか

綱
つな

が余りに惜し
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んだのが憎いからとて、馬の体に仲
なか

綱
つな

と烙印
やきいん

をおさせて、木の下という名を呼ばずに、仲
なか

綱
つな

、仲
なか

綱
つな

とその

名を呼んだ。 そして客などがあって、この名馬を見たいというと、宗
むね

盛
もり

は大声で、その仲
なか

綱
つな

めに鞍
くら

を置

け、仲
なか

綱
つな

めを引き出せ、仲
なか

綱
つな

めに乗れ、仲
なか

綱
つな

を打てなどと言って喜んでいた。 

頼政
よりまさ

が挙兵
きょへい

のきっかけ 

  この事を仲
なか

綱
つな

は伝
つた

え聞
き

いて大いに 憤
いきどお

った。 自分の身に代えても大事にしていた馬であったものを、

権威
けんい

に圧
お

されて取られたのさえ残念なのに、その上、自分が天下の笑
わら

われ草
くさ

となるに至
いた

っては我
が

慢
まん

がなら

ないと、この由
よし

を父の頼政
よりまさ

に泣いて訴えた。 さすがの頼政
よりまさ

もこれには呆
あき

れて、何をしても黙
だま

っていると

思えばこそ、侮
あなど

って、そういう事をもするのであろう。 その儀
ぎ

ならばこちらにも覚
かく

悟
ご

があると、固
かた

く思

い込んだその折
おり

から、清盛が後白河法皇を押込
おしこ

め奉り、高倉
たかくら

上皇を御
み

位
くらい

から押しおろして、僅
わづ

か 3 才の

安徳
あんとく

天皇をお立てしたので、もうこの上は容赦
ようしゃ

ならない。 国家のために平氏を滅
ほろ

ぼそうと決心したので

した。 

  しかし頼政
よりまさ

は、これまで平氏を滅ぼそうとした陰謀
いんぼう

がいつも失敗したのは、その中心となった法皇の

近臣
きんしん

や公
く

卿
ぎょう

らが頼
たの

みにならない為
ため

であることをよく知っていたので、今度は、初めから武士の力で堂々
どうどう

と

これを討とうと考えた。 しかしそれには、天皇を奉じている平氏に対抗
たいこう

するのですから、こちらもどな

たか皇族の中で傑
すぐ

れたお方
かた

を 頭
かしら

に 戴
いただ

く必要がある。  

以仁王
もちひとおう

の令旨
れいし

 

この時、頼政
よりまさ

の心に第一に浮かんだのは以仁王
もちひとおう

でした。 後白河法皇の第二の御子
おんこ

で、三条高倉にお

住まいになっていたから、高倉
たかくら

の宮
みや

とも申した。 賢明
けんめい

なお方でしたが、その御母の身分があまり高くな

かったので、親王にもして頂けずに、侘
わび

しい月日を送っておられたのです。 治承
ぢしょう

4 年 4 月 9 日、夜が深
ふ

け、

人が静
しず

まった後に、この宮の御
ご

所
しょ

へ源
げん

三位
さんみ

入道頼政
よりまさ

が密
ひそ

かに参って申し上げた。 

  「君は法皇の第 2 の御子でありますから、太子にも立ち、御
み

位
くらい

にもお即
つ

きになるべきですのに、親王
しんのう

にもなられずに、既
すで

にお年も 30 になられました。 残念
ざんねん

には思いになりませんか？ これは皆平家の計
はか

ら

いです。 平家一門は、久しく豪
ごう

奢
しゃ

を極
きわ

め、横
おう

暴
ぼう

の限りを尽
つく

して、もはやその運命
うんめい

も末
すえ

になっております。  

この際
さい

、速
すみ

やかに義
ぎ

兵
へい

を起
お

こして、逆
ぎゃく

臣
しん

を討ち、鳥羽殿に押
おし

籠
こ

められている御父法皇の御心
みこころ

をも安
やす

め

奉り、君も御
み

位
くらい

にお即
つ

きなさいませ。 これこそ実
じつ

にこの上もない孝行
こうこう

であろうかと存
ぞん

じます。 若
も

し思
おも

い立
た

ち遊
あそ

ばして、令旨
れいし

を下
くだ

されるならば、喜んで馳
は

せ参
まい

る源氏の兵は国々に満
みち

ちて居
お

ります。」 

  こういって、頼政
よりまさ

は諸国
しょこく

の源氏の名を挙
あ

げた。 先づ京都には誰々
だれだれ

、熊野には誰、摂津には誰々、大

和には誰々というように挙げて来たが、殊
こと

に東国の源氏の名をば無
む

数
すう

に列
なら

べ立
た

てて、その兵力の遥
はる

かに平

家に優
まさ

っていることを明
あき

らかにした。 勿論
もちろん

、その名の中には、伊豆の国に流されている義朝の子の頼
より

朝
とも

もあれば、同じく義朝の末子
ばっし

で、陸奥にいる義経
よしつね

もあれば、義朝の弟の義
よし

賢
たか

の子で、信州の木曾にいる義
よし

仲
なか

もありました。 

  以仁王
もちひとおう

はこれを聞かれて、つくづくとお考えになった。 なるほど、今の天皇は清盛の外孫
がいそん

であるか
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ら、平家がその後見
こうけん

をしている。 けれども、お政治は高倉上皇がご覧
らん

になっているのであるから、若
も

し兵
へい

を挙
あ

げるとすれば、上皇と兄弟で争うことになって穏
おだ

やかでない。 殊
こと

に保元の先
せん

例
れい

もあることだしと、

頼政
よりまさ

の勧
すす

めを直
す

ぐにはご 承
しょう

知
ち

にならなかったが、嘗
かつ

て少納言維
これ

長
なが

という人相
にんそう

を見る事の上手
じょうず

な人が、「こ

の宮は御位
みくらい

に即
つ

かれるべき相があります」といったことのあるのを思い出されて、さては御位に登るべき

時が来たので、頼政
よりまさ

がこのように申すのかもしれない。 又、天
あま

照
てらす

大 神
おおみかみ

の御計
はか

らいでもあろうかとお考

えになったので、 乃
すなわ

ち諸国の主
おも

な源氏に令
れい

旨
し

をお下
くだ

しになった。 その令
れい

旨
し

には、 

  東山、東海、北陸三道諸国の軍兵
ぐんぺい

に下す。 早く清盛法師並びに 従
じゅう

類
るい

反
はん

逆
ぎゃく

の 輩
やから

を追
つい

討
とう

すべき

事。 

  こう初めに書いてあって、次には、「 清盛、宗盛らが威勢
いせい

をたのんで横暴
おうぼう

な 行
おこな

いが多く、一家
いっか

一族
いちぞく

の

ためには国を亡
ほろ

ぼしても構
かま

わぬようなわが儘
まま

な振
ふ

る舞
ま

いをして、民を 虐
しいた

げている。 ことには法皇を押
お

し

籠
こ

め奉り、多くの功臣
こうしん

を漫
みだ

りに罪にして流したり殺したりした上に、皇位
こうい

の事まで勝手にこれを取
と

り計
はか

る

に至
いた

った不
ふ

忠
ちゅう

不
ふ

臣
しん

の罪を述べた。 かような平氏であるから、今、諸国の源氏並びに藤原氏の武勇
ぶゆう

の有る

者に命じて、清盛並
なら

びにその 従
したが

う 類
たぐい

らを討
う

ち滅
ほろ

ぼすのである。 若
も

しこの命令に背
そむ

くものにはそれぞれ

の罰
ばつ

を行い、手柄を立てた者はご即位の後に厚くそれぞれの 賞
しょう

を賜
たま

う 」 

としてあった。  又、伊豆にいる源頼
より

朝
とも

には、源氏の 嫡 々
ちゃくちゃく

であるから、別にもう一通の令旨
れいし

が下され

た。 それには早く大将軍となって京都に攻め上るようにと書いてあった。 

  この令旨は、義
よし

朝
とも

の末の弟で平治の年から紀州の熊野に隠
かく

れていた行家
ゆきいえ

が、たまたま京都に来ていた

時に仰
おお

せられて、諸国の源氏に伝えさせられた。 

  果
は

たして機
き

運
うん

は既
すで

に 熟
じゅく

していたのです。 久しく平氏の権威
けんい

に圧
お

されて、頭を上げることが出来ずに

いた諸国の源氏は非常に喜んだ。 彼らは行家
ゆきいえ

から王の令旨を觸
ふ

れ示
しめ

されると、響
ひび

きの物
もの

に応
おう

ずるが如
ごと

く、

一斉
いっせい

に振るい起こって、平家追討
ついとう

の 軍
いくさ

に打
うち

立
た

つ準備をしました。 

頼政
よりまさ

、三井寺
み い で ら

に入る 

  ところが、この令旨の下った事が早くも漏
も

れて平家の耳に入った。 清盛は大いに怒
いか

って、以仁王
もちひとおう

を捕
と

らえて土佐の国に流し奉ろうとした。 しかし、その首謀者が頼政
よりまさ

であるとは知らなかったので、頼政
よりまさ

の

子の兼
かね

綱
つな

を、王を捕らえて土佐へ遷
うつ

し 奉
たてまつ

る役人の一人にしたので、兼
かね

綱
つな

は急いでこれを父の頼政
よりまさ

に知ら

せた。 
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 頼政
よりまさ

は直ぐに以仁王
もちひとおう

に知らせて、

ともかく近江の三井寺
み い で ら

にお逃げなさる

ようにと申し上げ、その後
あと

から自分も

一家
いっか

一 族
いちぞく

を率
ひき

いて三井寺に駆
か

け付
つ

け

た。 その頃、この三井寺や比叡山
ひえいざん

の

延暦寺
えんりゃくじ

や奈良の興福寺
こうふくじ

などには大勢の

僧兵
そうへい

がいて、盛んに武威
ぶ い

を示していた

ことは既
すで

に述べた。 頼政
よりまさ

はこの僧兵

らを身方
みかた

につけて、都の平氏を討
う

とうと

したのであります。 

 

  滋賀     近 江 の 三 井
み い

寺 （ 園 城 寺
おんじょうじ

）  

  この時、渡邉
わたなべ

競
きおう

という頼政
よりまさ

の家来が、一つの面白
おもしろ

い話を残している。 

渡邉
わたなべ

競
きおう

 

  競
きおう

は、そのころ都で最も聞こえた勇士でして、智謀
ちぼう

もすぐれていた。 頼政
よりまさ

の家来の内で一二ともい

われるほどの者でしたが、 その住居
すまい

が平家の六波羅の邸のすぐ裏
うら

に在
あ

った。 頼政
よりまさ

は三井寺に 赴
おもむ

く時

に、これを 競
きおう

に知らせると、若し平家に悟
さと

られてはいけないと考えた。 競
きおう

には知らさずに置いても、

頼政
よりまさ

のいる 処
ところ

が分
わ

かれば、必ずあとからやって来るに違
ちが

いないと思い、彼には黙
だま

って都を去
さ

った。  

平家では、頼政
よりまさ

が以仁王
もちひとおう

の身方で三井寺に行ったことが分かると、 競
きおう

も一緒
いっしょ

に行ったであろうと見

せにやった。 ところが、彼は何の変わった様子もなくて、家にいることが分かったので、宗
むね

盛
もり

は不思議

に思って呼んで来させ、「頼政
よりまさ

は三井寺に行ったというのに、なぜお前は行かないのか？」と尋ねると、「何

の知らせもありませんでしたから、知らなかったのです」と答えた。  

宗
むね

盛
もり

はそんな筈
はず

はあるまいと言うと、「これには訳があります。 実はこの間からお怨
うら

み申す仔
し

細
さい

が

あって、それでわたしは捨
す

てられたのです。 しかし、家来に親
した

しい者も大勢ありますのに、私に誰
だれ

も知

らせてくれないとは、よくよく主人が怒っているものと思われます。 止むを得ません。 この上は跡
あと

を

追って参ることも致しますまい」と言った。 

宗
むね

盛
もり

はこれを聞くと打
う

ち 頷
うなづ

いて、「この後
ご

はこの宗
むね

盛
もり

に仕
つか

えよ。 頼政
よりまさ

がしたほどの事はこの宗
むね

盛
もり

が

必ずしてやる」といった。 競
きおう

は、もともと宗
むね

盛
もり

などの家来になる気は無かったが、ここで否
いや

というべ

きではないと思ったので、上
うわ

べは有
あ

りがたくいうままに従った。 宗
むね

盛
もり

は非常に喜んで、先づ家来にした

しるしにと、最も大事にしていた小糟
こかす

毛
げ

という馬に立派な鞍
くら

を置き、遠山
とおやま

という馬をつけて、その上、黒
くろ

糸
いと

威
おどし

の 鎧
よろい

に 冑
かぶと

を添
そ

えて 競
きおう

にくれた。 

  競
きおう

は、その場は有りがたく頂 戴
ちょうだい

して自分の家に引き取ったが、日が暮れると、妻や子供は密
ひそ

かに方
ほう

々
ぼう

に立
た

ち退
の

かせて、家には火をかけた。 自分は宗
むね

盛
もり

がくれた甲冑に身を堅
かた

め、例
れい

の小糟
こかす

毛
げ

に乗って、遠

山には家来を乗せ、外に 5人の家来をつれて、一散
さん

に三井寺に馳
は

せつけた。 六波羅では、競
きおう

の家から火
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が出たと知ると急
いそ

いで人をやってみせたが、 競
きおう

はいない。 さては 欺
あざむ

かれたかと宗
むね

盛
もり

は地
ぢ

だんだを踏
ふ

ん

で、悔
くや

しがって、「それ、追っかけて討て！」と命令を下したが、競
きおう

の武勇
ぶゆう

は誰も皆知っていたので、恐
おそ

れ

て、後
あと

を追
お

う者は一人もなかった。 

仲
なか

綱
つな

、宗
むね

盛
もり

に仕返
しかえ

しをする 

  さて、競
きおう

は三井寺に参
まい

って、仲
なか

綱
つな

に、「木の下の代わりに六波羅の小
こ

糟
かす

毛
げ

をこそ取ってまいりました。

差し上げます」というと、仲
なか

綱
つな

は大いに喜び、その髪
かみ

を刈
か

って、丸坊主
まるぼうず

にして、平宗
むね

盛
もり

入道の五字を馬の

体に焼
や

き付
つ

けて、都に向けて追い返した。 先に木の下を取られた仕返
しかえ

しをしたのです。 

 その翌朝
よくあさ

、小
こ

糟
かす

毛
げ

は六波羅の大庭に帰っていた。 宗
むね

盛
もり

は「平宗
むね

盛
もり

入道」と焼き付けられているのを見

て大いに立腹
りっぷく

したが、今、以仁王
もちひとおう

を始め、頼政
よりまさ

や三井寺の僧兵までが一緒になって平家を憎むのは、第一

に、後白河法皇を押
お

し籠
こ

めた為であると気がついたものか、強
し

いて父清盛に頼
たの

んで、法皇を鳥羽殿から出
い

だ

し奉り都にお迎
むか

えして、八条烏 丸
からすまる

の御所にお入れ申した。 実に法皇は去年の 11 月から半年の間、人気

もないような鳥羽殿にご不自由な思いをされていたのであります。 

僧兵
そうへい

の不信
ふしん

 

  さて頼政
よりまさ

は、三井寺から使いを出して、延暦寺や興福寺の僧兵にも王の身方
みかた

になることを承 諾
しょうだく

させ

たので、彼らと手筈
てはず

を決めて、一斉
いっせい

に平家の六波羅の邸に攻め寄せようとしていた。 しかし、延暦寺は

平家に買 収
ばいしゅう

されて約束を破り、興福寺の僧兵は準備が遅れて容易に来ないので、いっそ、兵は少数でも、

夜討
よ う

ちにすれば勝利を得られるからと、三井寺の僧兵と謀
はか

って、ある夜、急に都を指して平家の征伐
せいばつ

に向
む

か

った。 ところが、三井寺の僧兵の中にも平家に 心
こころ

を寄
よ

せる者があり、その出発がわざと遅
おく

らされて、途中
とちゅう

まで行くと夜がほのぼのと明
あ

けかけた。 

  「これでは夜討ちにならない。この小勢
こぜい

で昼 軍
ひるいくさ

では仕方ない」と、仲
なか

綱
つな

は途中
とちゅう

から軍を引き返した。 

 

         奈 良 の 興
こう

福
ふく

寺
じ

 

頼政
よりまさ

ら、奈良に向かう 

  こんな風で、迚
とて

も三井寺では安心出来そ

うにもなくなったので、ついに頼政
よりまさ

は王を奉
ほう

じて奈良に向かい、興福寺の僧兵
そうへい

に頼
たよ

ろうと

した。 ところが、その道 中
どうちゅう

で、宇治まで

のわずか三里の間に、王は 6 度
たび

も馬から落ち

られた。 これまで馬にお乗りになったこと

が無かったためもあったろうが、又、この 間
あいだ

から、ご心配つづきでよくお眠
ねむ

りになって 

いなかったのもあろうが、この大事な時であるのに、馬の上で居眠
いねむ

りをなさっては落ちられるのでした。 

頼政
よりまさ

をはじめ、これには大いに困
こま

って、ともかくも 暫
しばら

くご 休
きゅう

息
そく

なさるようにと、宇治の平 等 院
びょうどういん

にお入
い

れ申した。 
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宇治
う じ

の戦い
たたかい

 

  一方、平家の方では、王が奈良を指
さ

して

三井寺を出たと聞くと、追っかけて討ち奉れ

やとて、清盛の子の知
とも

盛
もり

、重衡
しげひら

、及び弟の

忠度
ただのり

 らを大将として、その勢
ぜい

 20,000 余騎

でこれを追
お

い撃
う

たせた。 頼政
よりまさ

は宇治橋の

橋板
はしいた

を 3 間（5.4 m）ほど引
ひ

き剥
は

がして、王

をお守りしている。 平家は宇治まで来て、 

 

  京都 宇治       宇
う

治
じ

橋  

平等院に敵
てき

のいるのを知ると、どっと鬨
とき

をつくって攻
せ

めかけた。 まだ明
あ

け方
がた

の事であるのに、上には川
かわ

霧
ぎり

が立ち込めて、あたりは暗い。 橋板を引いてあるとも知らずに真っ先に進んで来た平家の兵は、途中で

それに気づいて、「橋板を取ってあるぞ、橋板を取ってあるぞ」と大声で呶鳴
ど な

ったが、後
あと

には雲
うん

霞
か

の如
ごと

くに

推
お

し進
すす

んで来るので、その勢いに押されて、先陣
せんじん

の 200 余騎
よ き

は川の中に落ちた。 

夜が明けはなれてからも、源氏は敵に橋をば渡
わた

らせまいと、大いに奮戦
ふんせん

した。 しかし、身方は僧兵

を合わせて僅
わづ

かに 300 騎に過
す

ぎなかったので、多勢
たぜい

に無勢
ぶぜい

でいかんとも仕方
しかた

がなく、ついに、平家の軍が

流れを乱して河
かわ

を渡って来るに至って 軍
いくさ

は負
ま

けました。  

 頼政
よりまさ

は子の仲
なか

綱
つな

、兼
かね

綱
つな

らと共に、敵軍
てきぐん

を禦
ふせ

ぎ悩
なや

ましながら、以仁王
もちひとおう

を奈良のほうにお逃
に

がし申そうと、

お供をして落ちて行ったが、たまたま流
なが

れ矢
や

に中
あた

って膝
ひざ

に傷
きず

を受けた上に、次男の兼
かね

綱
つな

が目前
めのまえ

で討
う

たれる

のを見ると、 

「 若き子が討たれるのを見て、老
お

いた親
おや

がいつまでも命を生きようと逃げて行きましょうか。 ここ

で敵を禦
ふせ

いで居
い

ますから、早く奈良においでになって、興福寺の僧兵をお頼
たの

みなされ。 これがこの世の

最後
さいご

でございます。 では、お 暇
いとま

を 頂
いただ

きます 」 

と王に申し上げて引き返した。 王もお名
な

残
ごり

惜
お

しくおぼしめして、お涙に咽
むせ

ばれた。 

                                                 

平
たいら

忠
ただ

盛
もり

---- 清
きよ

盛
もり

 --------------- 重盛
しげもり

 ----維
これ

盛
もり

                                             

      -- 経
つね

盛
もり

 ---- 敦
あつ

盛
もり

             ---資
すけ

盛
もり

 

                      -- 通
みち

盛
もり

   -- 宗
むね

盛
もり

 ----清 宗
きよむね

 

     -- 教
のり

盛
もり

 ---- 教
のり

経
つね

  -- 知
とも

盛
もり

     

          -- 頼
より

盛
もり

              - 重衡
しげひら

  

          -- 忠度
ただのり

              - 知度
とものり

 

                               - 清房
きよふさ

  

                               - 徳子
とくこ

（安徳天皇の御母） 
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宇治      扇
おうぎ

の 芝
しば

 （頼政が自刃したところ） 

頼政
よりまさ

の最後
さいご

 

頼政
よりまさ

はもとより弓が上手
じょうず

ですから、年は

取ってもさんざんに射る矢に一つも仇
あだ

矢
や

はない。 平家の軍はたびたび射立てられ

て河端
かわばた

まで引き退いた。 しかし、右の膝
ひざ

も痛手
いたで

であるし矢種
やだね

も既
すで

に尽
つ

きてしまっ

たので、頼政
よりまさ

は家来の肩にかかって馬から

下りて、平等院の釣
つり

殿
どの

でついに自殺
じさつ

した。 

時に年は 77 才でした。 

その時に詠んだ辞世として、 

   埋
うもれ

木
き

の花咲
はなさ

くこともなかりしに   みのなるはてぞ哀
あわ

れなりける 

という歌が伝えられている。 「自分は世に捨てられた身であって、一生、花の咲くような盛んなことも

なかったが、最後
さいご

は殊
こと

に哀
あわ

れである」という意味である。 今も平等院の境内
けいだい

には、頼政
よりまさ

の自殺した 処
ところ

だ

という「 扇
おうぎ

の芝
しば

」がその遺跡
いせき

として残っている。 長子
ちょうし

の仲
なか

綱
つな

もここの御堂
みどう

に入って自殺し、その他の

主なる家来も大抵
たいてい

討死
うちじに

するか自殺するかした。 例の渡邉 競
きおう

も花々
はなば

しく戦って討死
うちじに

した。 

以仁王
もちひとおう

のお最後
さいご

 

  又、以仁王
もちひとおう

は一
いっ

旦
たん

お逃
に

げになって、だいぶ奈良の近くまで行かれたのですが、後から追って来た平家

の兵の流
なが

れ矢
や

に中
あた

って、ついに途中
とちゅう

でお薨
かく

れになった。 お年は 30 才でした。 この時、興福寺
こうふくじ

からは

既に七千余人の僧兵がお迎
むか

えに出発していて、その先陣
せんじん

は、王が 流
ながれ

矢
や

に中
あた

った 処
ところ

とわずかに 50 余町（約

5.5km）しか離
はな

れていないところまで来ていたのです。 王にご運
うん

がなかったのか、少しのちがいで遂
つい

に間
ま

に合
あ

わなかったのです。 その僧兵らは、王のお薨
かく

れになったことを知ると、涙を抑
おさ

えて、奈良に引き返

しました。 

      ( 第１２話  源
げん

三位
さんみ

頼政
よりまさ

   終わり。  次は前頁に戻り、 第１３ 話  福原
ふくわら

遷都
せんと

  へ) 


